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社会福祉法人 住田町社会福祉協議会 

町内中高生とボランティア活動連絡会が
中心となって活動する｢すみたおたすけ
隊｣が今年も出動！一人暮らしの高齢者宅
の窓拭きを行いました。 

窓拭きの後はみんな笑顔で 
記念撮影！ 

炎天下の中、力を合わせて 
窓をピカピカに！ 

通算５回参加して頂いた方には
記念品が贈られました。 



 

  

居宅介護支援（ケアマネ）事業 

アンルス通所介護事業所 
高齢者福祉センター 

 

とだて通所介護事業所 グループホーム かっこう 

訪問介護（ヘルパー）事業 訪問入浴介護事業 

利用者と家族の希望や心身

の状況を考慮し、関係機関と

連携しながら、ケアマネー 

ジャー７人体制で介護保険の

ケアプランを作成しました。

利用者が安心して自宅で過ご

せるよう支援しています。 

一人暮らしや高齢者世帯の
利用が増えており、近所の方の
見守りや情報共有を大切にす
る「顔が見えるサービス」を心
掛けました。各関係機関と助け
合いながら、職員研修も定期的
に行い、サービスの質の向上を
目指しました。 

利用者が入院したり施設に

入所するなどで利用数は減っ

ていますが、利用者が快適に入

浴できるように安心・安全を心

掛け、家族の負担を少しでも減

らすことができるようにサー

ビスを行っています。 

９人の方が入所しています。
行事を通して、子供から大人ま
で様々な方と交流を深めまし
た。また、「防災」の計画・訓
練を地域の方々と一緒に行い
ました。家族的なつながりを持
ち、安心して過ごせるよう心掛
けています。 

利用者が増えたことで、備え

付けのベッドが足りなくなる

など課題も増えていますが、利

用者一人ひとりに寄り添い、き

めの細かいケアを提供できる

ように心掛けました。 

利用者の抱える不安を軽減
し、楽しく過ごしていただける
ように職員一丸となって取り
組みました。高齢者福祉センタ
ー（アンルス居住）は、以前か
ら利用されている方に加え、新
規の方も増えています。 

・民生児童委員活動の推進  ・すみたおたすけ隊 

・中高生の福祉教育     ・ボランティア養成講座 

・ボランティア活動連絡会  ・歳末たすけあい芸能祭 

・  

おだげぁさまの 

まちづくり 

基本目標① 

・シルバー人材センター事業  ・おたっしゃ移送サービス 

・在宅介護者リフレッシュ事業 ・  

・緊急連絡カードの設置    ・生活困窮者自立支援事業 

・日常生活自立支援事業    ・生活福祉資金 

・たすけあい金庫       ・歳末たすけあい事業 

・要援護者登録台帳      ・福祉票の整備 

・町民後見人養成事業     ・防災福祉マップ作成事業 

 

まちづくり 

基本目標② 

 

まちづくり 

・よりあいカフェ事業 

・老人クラブ活動の推進 

・ふれあいサロン事業 

基本目標③ 

 平成３０年度は、「住田町地域福祉活動計画 ～すみた輪（和）っこプラン～」の活動 4 年目

として、「住み慣れた地域で 共に支え合い 安心していきいきと暮らせる 福祉のまちづく

り」の基本理念のもと、３つの基本目標に沿って計画的に地域福祉事業を実施しました。 



                                                    

  

（単位：円） 

勘定科目 当年度決算 

事
業
活
動
に
よ
る
収
支 

収 

入 

会費収入 1,824,000 

寄付金収入 1,084,160 

経常経費補助金収入 20,291,120 

受託金収入 16,313,207 

貸付事業収入 301,473 

介護保険事業収入 317,686,509 

老人福祉事業収入 364,325 

障害福祉サービス等事業収入 4,721,760 

補助金事業収入 0 

その他の事業収入 620,980 

受取利息配当金収入 22,934 

その他の収入 6,995,275 

事業活動収入計(1) 370,225,743 

支 

出 

人件費支出 295,637,971 

事業費支出 33,340,424 

事務費支出 23,648,020 

その他の事業支出 1,089,160 

貸付事業支出 80,000 

助成金支出 2,476,943 

負担金支出 421,300 

事業活動支出計(2) 356,693,818 

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 13,531,925 

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支 

収 

入 

施設整備等補助金収入 1,422,000 

施設整備等収入計(4) 1,422,000 

支 

出 

出 

固定資産取得支出 3,172,718 

ファイナンス・リース債務の 
返済支出 

839,808 

施設整備等支出計(5) 4,012,526 

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) -2,590,526 

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支 

収
入 

積立資産取崩収入 10,513,898 

その他の活動収入計(7) 10,513,898 

支
出 

積立資産支出 5,821,815 

その他の活動による支出 7,790 

その他の活動支出計(8) 5,829,605 

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)  4,684,293 

予備費支出(10) 0 

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) 15,625,692 

 

前期末支払資金残高(12) 181,298,733 

当期末支払資金残高(11)+(12) 196,924,425 

（単位：円） 

資産の部 負債の部 

流動資産計 236,181,299 流動負債計 40,096,682 

小口現金 71,956 事業未払金 28,338,851 

普通預金 165,609,289 
１年以内返済予定 
リース債務 

839,808 

事業未収金 70,417,613 職員預り金 10,918,023 

未収補助金 82,441 固定負債計 83,868,213 

固定資産計 363,202,228 リース債務 1,049,760 

基本財産 107,785,134 退職給付金引当金 82,818,453 

建物 145,320,587 負債の部合計 123,964,895 

建物 
減価償却累計額△ 40,690,717 純資産の部 

建物付属設備 3,110,402 基本金 1,000,000 

建物付属設備 
減価償却累計額△ 955,138 基本金 1,000,000 

定期預金 1,000,000 基金 72,583,853 

その他の固定資産
計 255,417,094 福祉基金 72,583,853 

建物 5,347,093 
国庫補助金等 
特別積立金 38,445,465 

建物 
減価償却累計額△ 1,075,089 

国庫補助金等 
特別積立金 38,445,465 

建物付属設備 351,000 その他の積立金 83,353,990 

建物付属設備
減価償却累計額△ 85,018 車両購入積立金 28,163,145 

構築物 1,304,553 
施設整備等 
積立金 55,190,845 

構築物
減価償却累計額△ 1,304,550 

次期繰越活動
増減差額 280,035,324 

車両運搬具 60,219,160 
(うち当期活動
増減差額) 7,844,366 

車両運搬具 
減価償却累計額△ 53,387,948 純資産の部合計 475,418,632 

器具及び備品 11,415,963 
負債及び純資
産の部合計 599,383,527 

器具及び備品 
減価償却累計額△ 9,641,887   

ソフトウェア 1,148,000   

ソフトウェア 
減価償却累計額△ 1,122,800   

無形リース資産 4,199,040   

無形リース資産 
減価償却累計額
△ 

2,309,469   

長期貸付金 1,440,500   

長期預け金 162,250   

退職給付 
引当資産 82,818,453   

福祉基金 
積立資産 72,583,853   

車両購入 
積立資産 28,163,145   

施設整備等 
積立資産 55,190,845   

資産の部合計 599,383,527   

資金収支計算書 
（自平成 30 年 4 月 1 日～至平成３1 年 3 月 31 日） 

貸借対照表 
（平成３1 年 3 月 31 日現在） 



 

 

 

 

 

                                                     

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

職  名 氏  名 

会  長 菅 野 孝 男 

副 会 長 村 上 繁 喜 

理  事 柘 植 孝 子 

理  事 佐 藤 良 一 

理  事 紺 野 茂 樹 

理  事 鈴 木  玲 

理  事 金 野 純 一 

理  事 泉  加 代 子 (新) 

常務理事 金 野 千 津 (新) 

監  事 高 萩 久 之 

監  事 高 橋 弘 紀 (新) 

このふくしだよりは、皆様からお寄せいただいた赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。 

♦予約制です。下記まで事前予約してください。 

♦個室にて相談にあたりますので、第三者に相談内容が漏れ

ることはありません。 

♦  

 毎月弁護士による無料法律相談を行っています。 
【御 礼】 

①午後５時～ 

②午後６時～ 

 
9/27(金) 

講演の後に行われたグループワークでは、｢住田町に住む人

の困りごとは何か｣を考え、各グループで話し合い発表しまし

た。様々な年代や立場の参加者から、その人ならではの意見

が飛び交い、活気にあふれた発表となりました。 

  
(10 月以降につきましては、社協まで 
お問い合わせください。) 

１０月１日より赤い羽根共同募金運動が始まります。募金運動では、行政連絡員さんを通じ

て町民の皆さんより戸別募金、町内の事業所様から法人募金のご協力をお願いしています。ま

た、町内の催しに合わせてイベント募金も実施します。 

お寄せいただいた募金は全額岩手県共同募金会に送金され、その後社協を通して、各小中学

校や福祉団体、ボランティア団体等へ助成され、ふれあいサロンなどにも役立てられています。 

 

 ８月５日、住田町役場町民ホールにて「福祉のまちづくりボラ

ンティア養成講座」を開催しました。八戸学院大学の吉田守実准

教授の講演では、ボランティアの意義について、｢相手が本当に必

要としていることをどのように把握するか｣「その人の願いを                                    

ｍ              どう実現するか」を考えることが             

とが大事だと話されました。  大事だと話されました。 

６月の理事会・評議員会で新たに役員が選任されま

したので、紹介いたします。 

【八戸学院大学 吉田守実氏】 

【グループワークの様子】 

このたび会長に就任いたしました 

菅野孝男です。「住み慣れた地域で共

に支え合い 安心していきいきと暮

らせる福祉のまちづくり」の実現に

向けて、役職員一丸となって取り組

んでまいります。今後もよろしくお

願い申し上げます。 会長 菅野 孝男 


